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 高山に初めて電燈が灯ったのは、今か

ら約120年前のことです。行灯やランプな

ど火を使った明かりしか知らなかった

人々にとって、電燈は画期的だったことで

しょう。今回は、高山に電燈を灯すため、電気事業の

開業に尽力した住民平について紹介します。 

 住民平は弘化4年（1847）、高山の商家、鷲見屋長

吉の三男として生まれました。民平は製糸業を営み、

桑の改良や養蚕の普及に努めるなかで、交通の便が

悪い飛騨の産業を発展させるためには、鉄道の敷設

が急務であるとの思いを強めていきます。 

 明治22年（1889）に東海道線が全線開通すると、

飛騨鉄道敷設推進運動が起きます。民平も何度も東

京へ赴き精力的に活動したもの

の、成果は得られませんでした。あ

きらめずに私設鉄道敷設を計画し

ますが、資金が集まらなかったた

め、9年間にわたった活動を断念

します。 

 飛騨の発展を願う民平の思いは消えることなく、明

治31年（1898）夏には電気事業に着手します。 

 消防組頭でもあった民平は、火災を防ぐためにラン

プに代わる電燈の必要性を地元の有力者たちに説い

て回り、水力発電による「電燈供給営業認可願」を申

請しました。しかし、「水が火になるはずがない」など

と中傷を受け、先行きに不安を感じた共同発起人た

ちが次々と同意を取り消してしまい、結局この申請は

却下となってしまいます。それでも民平はくじけず、

実兄の長三郎、横山元親と「飛騨電燈合資会社」とし

2. 電気事業に情熱を注ぐ 

3. ついに高山に電燈が灯る 

 契約締結後、県内で３番目、水力発電では県下初

の下切発電所の建設工事が始まりました。そして明

治37年（1904）11月11日、ついに高山に電燈の明

かりが灯ります。苦節６年、民平は57歳になっていま

した。はじめ数百程度だった電燈も次第に数が増え、

大正7年（1918）には１万灯記念祝賀会が開かれて

います。 

 昭和57年(1982)、民平の住居跡である現在の高

山市民広場に、「飛騨の

電気事業創設者住民平

翁顕彰碑」が住民平翁

顕彰会によって建立さ

れ、飛騨の発展に貢献し

た功績を称えています。 

参
考
資
料 

『住 民平翁の功績（真実・忍耐・努力）』江黒 英策／著者 住民平翁顕彰会 2004年 L289.1ス 

『濃飛人物史』岐阜県歴史教育研究会／編著 濃飛人物史刊行会 1985年 281.5ギ 

『時の遺産』橘川 武郎／監修 中部電力 2001年 L540.9ト1  

『飛驒人物事典』飛驒人物事典編集室／編 高山市民時報社 2000年 R281.5ヒ 

「一般社団法人 日本電気協会中部支部ホームページ 中部のエネルギーを築いた人々 住民平」 （2024年12月17日閲覧） 

                                                     こちらのQRコードからアクセスできます。     

て再申請し、明治35年（1902）つ

いに待望の許可が下りました。 

 鉄道敷設運動で多くの私財を

失っていた民平は、家を売却してお

金を作り、「自分にあるのは裸のこ

の身一つ」だと、裸褌姿の写真を

撮っています。 

  私財を投げうって県内外へ赴き

資金提供者を探す民平でしたが、

協力してくれる人は現れないまま、事業認可の期限

まであと１か月という窮地に陥ります。 

 困り果てた民平は、交流のあった京都帝国大学の

小木虎次郎教授に宛てて手紙を書きました。手紙を

読んだ小木は高山を訪れ、顧問をしていた横浜の米

国電気商バグナル・エンド・ヒレス商会を紹介して、

認可期限前に事業費支援の契約を締結させました。 

1. 鉄道敷設を推進 

 高山ゆかりの人物や場所などを取り上げ、歴史や逸話、資料などを紹介します。 

No.７１ 高山に電燈を灯した住民平（すみ みんぺい）  

あ 高山 ち 
ち っ 



 2月18日はエアメールの日。人とのやりとりは専ら電子メールやＳＮＳで

行う今日この頃。手紙を出す楽しみを思い起こしてみませんか。 

『 手紙の楽しみ 』  

堤 信子／監修 

暮らしの図鑑編集部／編 

翔泳社 

2024年 

816.6テ 

 便箋、封筒、一筆箋、カードから、ペンやシー

ルの工夫など、相手を想って手紙を出す際のさ

まざまなアイデアを紹介。手紙を書く相手が思

いつかなければ、旅先から自分に手紙を出す楽

しみもあるようです。   

※掲載されている表紙画像はすべて掲載許可取得済みです。 

『 切手デザイナーの仕事 』  

間部 香代／著 

グラフィック社  

2022年 

693.8マ 

 「切手デザイナー」という仕事を知っています

か？小さなスペースにいろいろなデザインが

ぎゅっと収められた切手は、まさに芸術作品で

す。日本の切手デザイナー8人の熱意と個性が

溢れる仕事ぶりを紹介した本です。 

日程や内容は変更される場合があります。 

くわしい内容は館内設置のチラシやポスター、図書館ホームページ、各種SNSなどで

お知らせしておりますのでそちらをごらんください。 案内 

みんなの健康シリーズ 第９回 

「知って得する！お薬との付き合い方」 

 ワクチン接種、ジェネリック医薬品、シップの貼り方

など幅広いテーマでお話しする予定です。 

【テーマ】 「身近な薬に関する雑学」    

講師：福田 昌延 氏 

（スマイル薬局グループ 代表）  

【日時】 2月12日（水） 午後7時～8時 

【場所】 「煥章館」1階 生涯学習ホール 

【定員】 60名 ※参加無料 

【受付方法】 直接来館、電話  

【受付期間】 受付中 ※定員に達し次第終了 

第11回 上映会 

上映作品：『先生と迷い猫』（みんなでシネマ上映会） 

（2015年 日本 107分） 

深川 栄洋／監督 

イッセー尾形、染谷 将太 ほか／出演  

【日時】 2月8日（土） 午後2時～上映終了まで 

【場所】 「煥章館」1階 生涯学習ホール  

【定員】 60名 ※参加無料 

【受付方法】 直接来館、電話   

【受付期間】 受付中 ※定員に達し次第終了 

 妻に先立たれ一人暮らしをしている元・校長の森衣

恭一。猫が好きではない彼は、亡き妻が可愛がってい

た野良猫・ミイを何とか追い払おうとするが、毎朝やっ

てきては妻の仏壇の前に座っている。しかしある日突

然来なくなってしまうミイ。気になった森衣が行方を探し

始めると、他にもミイを探している人がいることを知る。 

 猫と町と夫婦の愛を描いたヒューマンドラマです。  



タイトル 著者 出版社 出版年 請求記号 

警察・スパイ組織解剖図鑑   加賀山 卓朗、akira／著
松島 由林／イラスト 

エクスナレッジ  2024年 317.9カ 

世界を変えた数学史図鑑   Fukusuke／著 ナツメ社 2024年 410.2フ 

姿勢のゆがみ図鑑   柴 雅仁、林 慧亮／著 小学館   2024年 498.3シ 

薬局のしくみ  井手口 直子／編著  日本実業出版社  2024年 499.0イ 

世界一やさしいウイスキーの味覚図鑑    朝倉 あさげ／著 
omiso／イラスト 

カンゼン    2024年 588.5ア 

マンガでやさしくわかる江戸の娯楽本   いずみ 朔庵／著 日本能率協会マネジメント
センター   

2024年 910.2イ 

 将来の妊娠を考えて、妊娠前から自分の体や心と向

き合っていく「プレコンセプションケア」。10代・20代の

うちに知っておきたい、始めておきたいプレコンセプ

ションケアのポイントを、マンガを交えてわかりやすく

解説する。  

『 マンガでわかる！ 

      プレコンセプションケア 』  

佐藤 雄一／監修 
主婦の友社／編 
主婦の友社 
2024年 
495マ 

『 イラストで読む 

        湯けむり建築五十三次 』  

宮沢 洋／著 
青幻舎  
2024年 
523.1ミ 

 世界に冠たる入浴大国日本の温浴施設には、建築

家の熱い想いが満ちている。極上の「入浴体験」を演

出する温浴施設(=湯けむり建築)53件をイラストル

ポ。対談、インタビュー、コラムなども収録。  

 仕事でやらかした、あんな失態、こんな大恥、大惨事

も、いつの日か必ず笑い話になる。みんなの大ピンチに

クスッと笑って、明日への活力にする本。各ピンチの最

後にはレフェリーが「セーフ」「アウト」の判定を下す。  

『 おとなの大ピンチ図鑑 
おしごと編 』  

おとなの大ピンチ研究会／編 
主婦と生活社   
2024年 
049オ 

『 江戸時代の 
    暮らしと文化の絵事典 』  

安藤 優一郎／監修 
成美堂出版     
2024年 
210.5エ 

 江戸時代の将軍から裏長屋住まいの庶民まで、江

戸で生活する様々な人々の暮らしや享受した文化に

ついて、浮世絵などの絵画資料や、イラストを多用し

て解説する。歴史小説や歴史ドラマと一緒に楽しめ

る、すぐに引ける事典。  

※掲載されている表紙画像はすべて掲載許可済みです。 ※紹介文はTRC MARCより。 

 すっきり理解！イラスト図解本のススメ 

 身近でないと文章だけで理解しにくい医療や歴史などの知識も、イラストや図があると、スッと頭に入っ
てくることがありませんか？また、イラストを眺めているだけでも楽しいですよね！ 
 そこで今回は、イラストや漫画による解説書をご紹介します。 



編集後記 
●手紙と言えば、最近はシーリングスタンプが気になっています。推しをイメージして作ってみたいです。 

●２月は俗に「逃げる月」といわれますが、図書館が休館の間も仕事が山積みで逃げられません。 

●子どものころ、好みの絵の伝記絵本をよく読んでいました。絵は覚えていますが、偉人は覚えていません。 

…本のリサイクル

高山市図書館 
指定管理者 株式会社図書館流通センター 〒１１２－８６３２ 東京都文京区大塚３丁目1番1号 電話 ０３（３９４３）２２２１  ＦＡＸ ０３（３９４３）８４４１ 

            貸出点数 1人につき10点まで  貸出期間 2週間  開館時間 午前9時30分～午後9時30分 

            休館日 月末図書整理日（土日祝にあたる時はその前日）、特別整理日、年末年始（12月31日～1月3日） 

〒５０６－０８３８ 

高山市馬場町２丁目１１５番地 

電話 ０５７７（３２）３０９６  FAX ０５７７（３２）３０９８ 

メール library@library.takayama.gifu.jp  

駐車場 市営空町駐車場をご利用下さい。 
※２時間まで無料です。駐車券を受付にお持ち下さい。 

アクセス JR高山駅より徒歩１５分 

中心市街地バス「まちなみバス」 「煥章館」下車 

ホームページ  

ｈttps://www.library.takayama.gifu.jp  

分館   丹生川分館 ０５７７（７８）１１１１ 朝日分館 ０５７７（５５）３３１１ 煥章館     

清見分館 ０５７７（６８）２２１１ 高根分館 ０５７７（５９）２２１１ 

荘川分館 ０５７６９（２）２２１１ 国府分館 ０５７７（７２）３１１１ 

一之宮分館 ０５７７（５３）００３５ 上宝分館 ０５７８（８６）２１１１ 

久々野分館 ０５７７（５２）３１１２   

     

     図書館HPに 

簡単アクセス！ 

X 

Facebook 

Instagram 

YouTube 

@TakayamaCityLib 

TakayamaCityLib 

@takayamacitylib 

高山市図書館チャンネル 

煥章館カレンダー 

※左記日程に変更がある場合、ホームページ・館内チラシ・ポス

ターなどでお知らせします。  

休館日について 

本の返却 

正面玄関を入って右側の 

返却ポストをご利用ください。 
※ただしCD、DVDなどの視聴覚資料および相互貸借資料（高

山市以外の図書館から借り受けた資料）は開館中に館内カウン

ターでご返却ください。 

受付できないこと 

×お電話での貸出期間延長や、本の所蔵調査 

×市営空町駐車場の2時間無料処理 

2025年 2月 
日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 
建国記念の日 

12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 
天皇誕生日 

24 

振替休日 

25 26 27 28  

2025年 3月 
日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 
春分の日 

21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31 
休館日 

     

システム更新・蔵書点検のため休館（～3/2） 

 令和７年３月に図書館システムを更新するため、 

市図書館「煥章館」及び各分館は以下の日程にて 

休館します。なお20２４年度の蔵書点検は、この休

館期間中、全館において実施します。 
 

＜休館期間＞ 

令和７年2月１７日（月）～3月2日（日） 
 

※図書館システム更新に伴い、休館期間中は図書館 

ホームページも全て休止いたします。ホームページ 

からの蔵書検索、予約、延長等はできません。 

 システム更新・蔵書点検に伴う休館のお知らせ 

10,772円 
令和6年能登地震災害義援金についての 

お礼とご報告 

 皆さまよりお預かりした義援金の総額10，772円とな

りましたことをご報告させていただきます。お寄せいた

だいた義援金は令和6年12月25日に、高山市を通じ

て、被災地へ寄付をさせていただきました。皆さまの温

かいご支援、ご協力に感謝申し上げるとともに、被災地

の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。  


